
2学年国語科学習指導案 
授 業 者   古 川  泰 也 

１ 日 時  平成 16年 10月 5日（火） 5校時 
２ 学級名  2年１組（男子２１名女子１８名計３９名） 
３ 主 題  単元三 心のきずなをとらえる から「字のないはがき」 
４ 主 題について 
（１）単元について 
 本単元は、読むことを通して、人と人とのかかわり、社会、平和、人の持つ想像力の素晴らしさや愛

情の強さについて考えることを学習のねらいとしている。本単元は第一教材「ゼブラ」、第二教材「字の

ないはがき」で構成されており、ともに登場人物の様子や状況が効果的な表現で表されている。それぞ

れの構成や表現の特徴に注目させながら登場人物の心情に迫っていきたい。 
第二教材「字のないはがき」は中学校で学習する初めての随筆である。放送作家であり、小説、随筆

にも多くの作品を残した向田邦子の作品である。筆者の目から見た「父」への思い、「父」の行動や姿が

描かれている。暴君で表向きは家族に厳しい父の普段の生活からは決してうかがい知れない、父の子供

への深い愛情、家族への思い、家族のきずなが見えてくる。また、今まで知ることのなかった父の優し

さや深い愛情を知った筆者の喜びや感動、そして今は亡き父への筆者の深い思慕と敬意が簡潔かつ凝縮

された文体にこめられている。生徒と同じくらいの年齢の筆者が体験し感じたことや後年懐かしく当時

を回想する筆者の思いがあり、生徒にとって親しみやすく豊かなものの見方や考え方を育むことにもつ

ながるであろうと考えられる。 
 学習指導要領の「Ｃ 読むこと」の指導事項である、「表現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと」

が明示されている。本教材の文章は簡潔で短いために、生徒は抵抗なく読むことと思われるが、生徒は

登場人物の心情理解のみに終始したり、戦争の悲惨さのみに関心が集中しすぎたりしてしまう恐れがあ

る。しかし、本教材はあくまでも随筆であり、単元名は「心のきずなをとらえる」ことに着目すると、

文章中の叙述に根拠を持って筆者のものの見方、考え方、感じ方を読み取ることが重要である。また、

読み取った内容や筆者のものの見方、考え方に対する生徒自身の考えを交流することで、相手の考えの

良さの発見や自分にないものを発見させ、さらに自分の読みを深めてくことが大切である。よって、自

分の考え方を話したり様々な考えを聞いたりする場面を設けることで、一人一人の読みをより確かなも

のにしていきたい。 
 
（２）生徒の実態 
 生徒は全体的に学習に対する意欲は高く、課題を解決しようという態度もみられる。自分の考えをノ

ートに記述することなども積極的に取り組む生徒も多いが、自分の考えを発表する場面では自分から発

言する生徒が限られてきている。「書くこと」については、発問に対してじっくりと考えを整理して書く

生徒が多い。「読むこと」については、文章の構成をもとに読み取ることは得意な生徒が多いが、文章中

の叙述や細かい表現に根拠を求めるまでには至っていない。言語事項の語句や漢字に関する取り組みも

おおむね良いが、語彙の少なさが見られる生徒もいる。また、「読むこと」「書くこと」については、生

徒間の差が大きいため、補助発問や机間指導などの配慮が必要である。 
 
（３）指導の構想 
 生徒たちは本教材で中学校の国語の授業では初めて随筆という文章に出会うことから、導入の段階で

生徒たちにとって親しみやすい随筆を複数準備し、随筆に対する興味・関心を喚起したい。そして、文

種を明らかにして、筆者のものの見方・考え方を読み取るためには文章中の叙述に根拠をもてばいいと

いう見通しを持たせ、読み取りのスキルを高めていきたい。そのためには学習課題を教師側から提示し、

読み取りのための見通しを明確にし、筆者の目から見た父の姿や父に対する思いを考えさせていきたい。

また、発展学習として、向田邦子の別の随筆を複数準備し、生徒たちが多読することで、筆者のものの

見方、考え方にさらに迫っていくような展開にしていきたい。 



５ 単元の目標 
（１）関心・意欲・態度・・・ 作品の優れた表現を味わい、表現の工夫に注目しながら読もうとする。 
（２）読むこと    ・・・ 文章の特徴を確認し、文章中における叙述に根拠を持って筆者のものの見

方、考え方を読み取ることができる。 
（３）言語事項    ・・・ 文章中における語句の効果的な使い方や象徴的な表現・描写に気づくこと

ができる。 
６ 指導計画・・・・・・・・ １１時間 
（１）単元の指導計画 
・「ゼブラ」を呼んで、象徴的な言葉の表す意味に着目しながら、人物の心情の変化をとらえ、人物どう

しの心のきずなについて考えることができる。                     4時間 
・「字のないはがき」を読んで、父の姿に焦点をあて、表現に着目しながら、筆者のものの見方・考え方

にせまることができる。                       （本時 ７/１１）4時間 
・作品の感想を手紙に書いて交換し、自分の感想を深めることができる。          2時間 
・感想交流会を開き、自分のものの見方や考え方を広めたり深めたりすることができる。   １時間 

（２）教材の指導計画 
① 補助教材として様々な筆者の随筆を読み、文種の確認と随筆の読み方の見通しをもつことができる。 

１時間 
  ② 父の姿に着目しながら、叙述に注目して全文を読み、筆者の目を通した父の姿や筆者のものの見方、 

考え方に迫ることができる。                    （本時 １/２）２時間 
  ③ 向田邦子の他の随筆を読み、筆者の父に対する思いやものの見方、考え方にせまることができる。 

１時間 
７ 本時について 
（１）本時の目標 
ア 課題の内容を理解し、叙述に注目することによって課題解決しようとする。 （関心・意欲・態度） 
イ 筆者の目を通した父の姿にまつわる叙述を根拠にしながら、筆者のものの見方、考え方を理解でき

る。                                      （読むこと） 
（２）研究主題にかかわる本時の構想 
ア、課題提示の工夫 
・父の姿に着目した課題を提示することで、課題解決への見通しをもつことができると考えた。 
イ、学習過程の工夫 
・学習プリントの活用により、課題解決への見通しをもちながら作品に近づくことができると考え 
た。 
・他の意見を聞くことで、自分の考えを深めさせることができると考えた。 

８ 本時の展開 （別紙） 
９ 本時の評価 （評価規準表については別紙） 
（１）関心・意欲・態度 
  Ａ 文章後半部分の筆者が父の泣く姿を初めて見る部分や父の行動の叙述から、筆者が普段見ることの

できない父の姿をどのように考えているか理解しようとしている。 
  Ｂ 文章後半部分の父の行動の叙述から、筆者が普段見ることのできない父の姿をどのようにとらえて

いるかを理解しようとしている。 
  Ｃ 父の姿に関する叙述に着目させ、父の姿をとらえられるよう支援する。 
（２）読むこと 
  Ａ 文章中の叙述に着目し、様々な観点から筆者のものの見方・考え方を理解している。 
  Ｂ 文章中の叙述に着目し、筆者のものの見方・考え方を理解している。 
  Ｃ 文章中の叙述に着目させ、筆者のものの見方・考え方について、自分の考えをもてるように支援す

る。 



８ 本時の展開 
       ：学習課題      ：予想される生徒の反応 

関＝興味・関心・意欲 読＝読むこと 

段
階 

過
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教材・教具
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５
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１ 前時を振り返る 
 
２ 学習課題を把握する 

父の行動やはがきや手紙から

「私」の父への思いをとらえよう。 
 

１ 父の姿に注目し、普段の父と手紙の

父の違いから、筆者の父の見方を確認

する。 
２ 課題のどこに焦点をあてて授業する

かを明確にし、理解させる。 
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３ 課題追求 
(1) 後半部分（Ｐ136Ｌ16）から最後
まで音読する。 

 
(2)  妹が帰ってきた時の父の行動か
ら妹への気持ちを考える。 

 
 
 
 

(3) 父の行動を見つめる筆者の思い
を考える。 

 
 
 
 
 
 
 

(4) 筆者がどのような思いでこの
「字のないはがき」という随筆を書

いたのかを考える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) (4)についての生徒の考えを交流
する。 

３ 
(1) 生徒に音読させる。 

父の行動を表す部分に傍線を引か

せる。 
(2) 父の行動の叙述だけではなく、前
時の学習内容もふまえて父の子供

たちへの思いを考えるように伝え

る。 
 
 

(3) なぜ「初めて」と書いているか注
目させ、当時の筆者の思いを考えさ

せる。 
 
 
 
 
 
 

(4) 題名「字のないはがき」にこめら
れた筆者の思いを考えさせ、ワーク

シートに記入させる。 
・ 本文の最終段落の、「あれから三

十一年」、「父はなくなり」、「一度

も見ていない」に注目させ、はが

きのエピソードに対する現在の筆

者の思いを考えさせる。 
・ 随筆の特徴を振り返り、手紙や

はがきのエピソードや父の行動を

筆者がどのようにとらえて書いた

のかを考えさせる。 
 
 
 
 
 

(5) 自分の発言をはっきりと述べ、相
手の発言もしっかり聞くことを伝え

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関：普段見ることの

できない父の姿を

筆者がどのように

とらえているか、

考えようとしてい

る。 
 
 
 
読：課題の内容を理

解し、文章中の叙

述に着目しながら

筆者のものの見

方・考え方を理解

できたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習シート 
学習シート 
 
 
補助 
プリント 

終 

結  

７

分 

課

題

作

り 
 
 
課

題

追

求 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

と

め 

４ 本時のまとめ 
３(5)の意見交流からさらに自分の
考えを深める。 

５ 次時の予告 

４ 相手の気づいた部分や考えが深まっ

た部分を書かせる。 
 
５ 向田邦子の他の随筆を多読し、さら

に筆者のものの見方、考え方にせまる

ことを知らせる。 

 学習シート 
 

・手紙はなくなったけれど、は

がきの思い出は今でもしっか

りと残っている。 
・父のことが懐かしい 
・子供への愛情を素直 
 に表せない父の姿が 
懐かしくて書いた。 
・日常、暴君でも本当 
 は愛情深い父の思い 
 出を書きたかった。 
・父のことを書くことで 
父とともにいると思いたか

った。 

・あの父が泣くなんてびっくり

した。 
・周りのことも忘れて泣くくら

い子供を愛していたのだな。 
・父親の愛情の深さを初めて知

ることができた。 

・幼いのにかわいそうな思いを

させてごめん 
・悲しい思いをさせた 



第２学年 国語科年間指導計画および評価規準・具体の評価規準表                                                                        紫波町立紫波第一中学校 

 

 月 
 

  単 元 名 
 

  到達目標 
 

 教材名（時数） 
 

      評 価 規 準 
 

観点

 

評価

 

具 体 の 評 価 規 準 
 

評価方法 
 

 Ａ
・描かれている状況や登場人物の思いなどをとらえ、人と人の心のつながり

について考えを深めようとしている。 

 

 Ｂ
・描かれている状況や登場人物の思いなどをとらえ、人と人との心のつなが

りについて考えようとしている。 

 

①心のつながりや人と人とのきずな

 を考えながら文章を読もうとす 

 る。 

 

 関

 

 Ｃ
・描かれている状況や登場人物の思いなどをとらえ、自分の感想をまとめら

れるようにする。 

 

観察 

 

 Ａ
・人物の思いや状況を理解し、人間や社会、平和などについて自分の考え方

の変容を明らかにして感想を持つことができる。 

 

 Ｂ
・人物の思いや状況を理解し、人間や社会、平和などについて、自分なりの

感想を持つことができる。 

 

②文章の特徴や表現の仕方に注意し

 て読み、人間、社会、自然、平和 

などについて考えを深めることが 

できる。 

 

 読
 

 

  Ｃ ・人物の思いや状況を理解し、自分なりの感想をもてるようにする。 

 

学習シート 

 

 Ａ
・表現の特徴として、文章中で特別な意味で使われる語句をあげることがで

きる。 

 

 Ｂ
・語句の意味を理解し、作品の中でも語句の使われ方の工夫を説明すること

ができる。 

 

作品を読み、その

内容や状況を理解

し、自分の感想を

持つことができる

。 

 

ゼブラ 

 

字のないはがき 

 

     （８時間） 

 

③文章の表現の特徴や工夫について

 理解することができる。 

 

 言

 

 Ｃ
・他者の意見を参考に、表現上の特徴や工夫を理解できるようにする。 

 

観察 

 

 Ａ
・手紙の交換によって、他者から学んだ点を明確にして自分の感想を深めよ

うとする。 

 

 Ｂ
・手紙の交換によって、自分の感想を深めようとする。 

 

①手紙の交換を通して、ものの見方 

や考え方を深めようとする。 

 

 関

 

 Ｃ
・手紙の交換の目的を理解し、自分の感想をまとめるようにする。 

 

観察 

 

 Ａ
・相手、内容、表現を理解し、自分の考えや想いを手紙の形式で書くことが

できる。 

 

 Ｂ
・相手、内容、表現を考え、自分の考えや想いを手紙の形式で書くことがで

きる。 

 

②手紙文の特徴を理解し、伝えたい 

相手を意識して事柄や気持ちを明 

確にして書くことができる。 

 

 

 

 書

 

 Ｃ
・手紙の様式を参考に、自分の考えや想いを手紙の形式で書けるようにする 

 

作品 

 

 Ａ
・相手や目的に応じて、文章の形態や展開に違いがあることを理解し、適切

な表現で書くことができる。 

 

 Ｂ
・相手や目的に応じて、文章の形態や展開に違いがあることを理解して書く

ことができる。 

 

 ９ 
 

三 心のきずなを 

    とらえる 

 

作品の感想を手紙

に書いて交換し、

自分の感想を深め

ることができる。 

 

感想を交換しよう

 

  感想を手紙の形
 で書く 

 

     （１時間） 

 

③手紙の形態について理解して書く

 ことができる。 

 

 

 

 

 言

 

 Ｃ
・相手や目的を明確にし、文章の形態や展開に注意して書けるようにする 

 

作品 

観察 



 

                                                                                                                                                          紫波町立紫波第一中学校 
 

 月 
 

  単 元 名 
 

  到達目標 
 

 教材名（時数）

 

      評 価 規 準 
 

観点

 

評価

 

具 体 の 評 価 規 準 
 

評価方法 
 

 Ａ
・話の中心と付加的な部分など内容に応じて語句を選びながら適切に話すこ

とができる。 

 

 Ｂ
・話の中心と付加的な部分など内容に応じて語句を選びながら工夫して話す

ことができる。 

 

①話の中心や付加的な部分、語句の 

選択などに注意しながら話したり 

書いたりすることができる。 

 

 

 話
 

 聞

 

 Ｃ
・話の中心を明確にして語句を選びながら話すことができるようにする。 

 

観察 

 

 Ａ
・聞き手にわかりやすく工夫して話すとともに、交流会で出た意見や講評か

ら学ぼうとする。 

 

 Ｂ
・聞き手にわかりやすく話すとともに、交流会で出た意見や講評を進んで聞

こうとする。 

 

②感想交流会に参加することで、自 

分のものの見方や考え方を深めよ 

うとする。 

 

 

 関

 

 Ｃ
・聞き手にわかりやすく話すための方法を理解し、聞き手を意識して話すよ

うにさせる。 

 

観察 

 

 Ａ
・場にふさわしい話し方、言葉遣いに注意して適切に話すことができる。 

 

 Ｂ
・場にふさわしい話し方、言葉遣いに注意して話すことができる。 

 

③場にふさわしい話し方や言葉遣い

 があることを理解して話すことが

 できる。 

 

 言

 

 Ｃ
・場にふさわしい話し方、言葉遣いがあることを理解し、注意して話せるよ

うにする。 

 

観察 

 

 Ａ
・他者の感想から、自分が気づかなかった点や違う点を聞き、自分の考えに

ついて新たな課題や気づきを明確にして聞くことができる。 

 

 Ｂ
・他者がどんな感想を持ったか、自分が気づかなかった点や自分と違う点に

注意しながら聞くことができる。 

 

10 
 

三 心のきずなを 

     とらえる 

 

感想交流会を開き

、自分のものの見

方や考え方を広め

たり深めたりする

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想の深まりを 

   伝え合おう

 

感想交流会を開く

 

      （２時間）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④感想交流会で感想を発表したり、 

参加者から感想や講評を聞いたり 

きる。 

 

 

 

 話
 

 聞

 

 Ｃ
・他者がどんな感想を持ったかを聞き、自分が気づかなかった点や自分と違

う点はどこかを聞き取るようにする。 

 

観察 

 




